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９月定例会

令和元年　第３回

９月定例会
９月２日～６日

報告ほか、条例改正、補正予算、決算認定など24件が
提案され、全案件可決・認定しました。また、追加提案
された同意案1件についても同意しました。

報　告
○平成30年度決算に基づく健全化判断比率の報告について
　・地方公共団体の財政の健全化の基準となるもの（実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率など）
○平成30年度決算に基づく資金不足比率の報告について
　・公営企業会計（公共下水道事業、簡易水道事業）の資金不足状況を示すもの

議案審議　可決された案件
○嘉島町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について
　・地方公務員法等が改正され、令和2年4月1日から会計年度任用職員制度（旧臨時職員・非常勤職員）
　  が導入されることに伴い本条例を制定する必要があるため

○地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に
　関する条例の制定について
　・地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い関係条例を整備する必要があるため
　 （会計年度任用職員制度の導入に伴う改正）

○嘉島町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・住民基本台帳法施行令等の一部改正に伴い令和元年11月5日から旧氏による印鑑登録を行うこと
　  ができるよう本条例の一部を改正する必要があるため（旧姓を使用して活動する女性が増加してい
　  るため）

○嘉島町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
　・災害公営住宅地内に設置された公園が町に譲渡されることに伴い本条例の一部を改正する必要
　  があるため

○嘉島町下水道条例の一部を改正する条例の制定について
　・消費税率が令和元年10月1日から10％に引き上げられることに伴い本条例の一部を改正する必要が
　  あるため

○嘉島町立幼稚園設置条例の一部を改正する条例の制定について
　・子ども・子育て支援法の一部が改正され、幼稚園の保育料が無償となることに伴い本条例の一部
　  を改正する必要があるため

○嘉島町町道の路線認定について
　・災害公営住宅地内に設置された道路を町道として認定するもの

○上益城広域連合の処理する事務及び規約の一部変更について
　・広域連合の処理する事務に、一般廃棄物処理施設の設置に関する事務を加えるもの

○令和元年度嘉島町一般会計補正予算（第2号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に2億6,864万5千円を追加し、歳入歳出予算の総額
　  を58億736万2千円とするもの
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○令和元年度 嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に1億5,822万2千円を追加し、歳入歳出予算の総額を12億6,402万円とするもの

○令和元年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第1号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に26万4千円を追加し、歳入歳出予算の総額を48万4千円とするもの

○令和元年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第2号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に6,603万5千円を追加し、歳入歳出予算の総額を8億9,212万5千円とするもの

○令和元年度 嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に78万円を追加し、歳入歳出予算の総額を5億5,816万9千円とするもの

○令和元年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に367万1千円を追加し、歳入歳出予算の総額を1億2,824万3千円とするもの

○令和元年度 嘉島町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に230万1千円を追加し、歳入歳出予算の総額を8,130万8千円とするもの

認定議案　認定された議案　
○平成30年度 嘉島町一般会計歳入歳出決算
○平成30年度 嘉島町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
○平成30年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算
○平成30年度 嘉島町介護保険特別会計歳入歳出決算
○平成30年度 嘉島町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
○平成30年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
○平成30年度 嘉島町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

平成 30 年度  決算状況（一般会計・特別会計）

○教育委員会の委員の任命に付き同意を求めることについて
　・西田　良一 氏（再任：上島）

（単位：千円）

同意案件　同意された案件

会　　計　　名 　歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出差引額

一　般　会　計 5,747,948 5,215,618 532,330

特　
別　
会　
計

国民健康保険 1,197,993 1,029,770 168,223

住宅新築資金等貸付 464 100 364

介護保険 895,340 818,628 76,712

公共下水道事業 766,069 731,611 34,458

後期高齢者医療 124,567 119,697 4,870

簡易水道事業 20,368 19,727 641
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▪�

上
島
蔵
園
地
域
の
開
発
は

満田　和浩議員

問         

上
島
芝
原
土
地
区
画
整
理
事
業
の

保
留
地
販
売
に
つ
い
て
は
、
23
区
画

に
３
９
７
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
企
業
誘
致
、
土
地

区
画
整
理
事
業
等
の
成
果
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
定
住
促
進
を
進
め
る
う
え
で
、
人
口
増
加

に
伴
う
土
地
需
要
が
予
想
さ
れ
る
中
、
隣
接

す
る
蔵
園
地
域
は
未
整
備
の
農
地
で
、
周
囲

が
開
発
さ
れ
た
中
で
の
営
農
活
動
は
益
々
厳

し
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
地
域
の
開
発
の
計
画
は
あ
る

の
か
。答� （

町
長
）

　

町
政
報
告
の
中
で
も
ふ
れ
ま
し
た
が
、
芝

原
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
は
多
く
の

皆
さ
ん
に
応
募
頂
き
、
そ
れ
だ
け
本
町
に
注

目
頂
い
て
い
る
事
は
大
変
有
り
難
く
思
う
と

こ
ろ
で
す
。「
活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た

田
園
文
化
都
市　
住
ん
で
良
か
っ
た
水
の
郷　

嘉
島
」
を
目
指
し
、
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
一

歩
一
歩
進
ん
で
参
り
ま
し
た
結
果
の
表
れ
だ

と
思
い
ま
す
し
、
２
０
４
０
年
の
人
口
減
少

問
都
市
計
画
道
路
鯰
森
崎
橋
線
に

つ
い
て
は
、
事
業
着
手
に
向
け

た
説
明
会
が
３
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

鯰
地
区
は
狭
隘
道
路
が
多
く
、
計
画
が
進

行
す
る
こ
と
で
、
集
落
内
の
活
性
化
は
も

と
よ
り
、
災
害
発
生
時
の
避
難
や
救
護
活

動
の
道
路
と
し
て
、
防
災
・
減
災
に
大
き

く
前
進
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
の
再
建
や
新
築
計
画
を
さ

れ
る
中
で
も
、
道
路
計
画
を
早
め
に
示
す

こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
、
調
査
、
評
価
に
伴
う
予
算
措

置
さ
れ
て
い
る
が
、現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答� （
都
市
計
画
課
長
）

　

都
市
計
画
道
路
鯰
森
崎
橋
線
は
、
昭
和

56
年
12
月
18
日
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、

38
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
西
部
土
地
区

画
整
理
事
業
組
合
が
平
成
10
年
３
月
に
解

散
さ
れ
る
ま
で
に
、
都
市
計
画
道
路
鯰
森

崎
橋
線
が
90
ｍ
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

残
り
の
延
長
約
６
１
０
ｍ
の
整
備
に
つ
い

社
会
を
迎
え
る
う
え
で
も
、
本
町
の
賑
わ
い

を
止
め
る
こ
と
の
無
い
様
に
進
め
て
行
く
こ

と
が
必
要
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
市
街
化
区
域
区
分

の
定
期
見
直
し
が
10
年
に
一
度
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
芝
原
地
区
が
平
成
27
年
５
月
に
市

街
化
区
域
編
入
が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
令
和
７
年
５
月
頃
が
市
街
化
区
域
編
入

と
併
せ
て
土
地
区
画
整
理
事
業
の
計
画
が
で

き
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

蔵
園
、
町
下
で
８
．３
ha
程
の
面
積
が
ご
ざ

い
ま
す
。
併
せ
て
令
和
４
年
度
に
は
、
東
部

台
地
土
地
区
画
整
理
事
業
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」

の
第
一
期
と
し
て
５
ha
の
区
画
整
理
で
、
71

区
画
の
う
ち
36
区
画
の
保
留
地
販
売
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
は
、
開
発
予

定
面
積
や
区
画
整
理
事
業
な
ど
を
考
慮
し
た
、

社
会
基
盤
の
整
備
と
し
て
保
育
園
、
小
中
学

校
な
ど
受
け
皿
の
整
備
計
画
も
必
要
で
す
が
、

令
和
４
年
度
初
旬
に
は
、
地
権
者
、
耕
作
者

の
皆
様
へ
協
力
の
お
願
い
、
意
向
調
査
な
ど

早
め
に
準
備
を
進
め
る
な
ら
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
議
会
議
員
の
皆
様
の
ご
協
力
も

併
せ
て
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

て
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
前
よ
り
、
事
業
着
手
の
方
策
等
に
つ

い
て
、県
と
協
議
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

も
と
も
と
土
地
区
画
整
理
事
業
と
都
市
計

画
道
路
を
行
う
計
画
で
の
市
街
化
区
域
編

入
で
し
た
。
既
存
の
土
地
区
画
整
理
事
業

の
評
価
を
行
っ
た
う
え
で
、
事
業
計
画
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
の
意
見
に

よ
り
、「
都
市
計
画
道
路
鯰
森
崎
橋
線
整

備
手
法
検
討
業
務
」と
し
て
、発
注
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
方
の
意
見
聴
取
や
資

料
作
成
の
の
ち
、
地
元
説
明
会
を
経
て
、

都
市
計
画
変
更
図
書
の
作
成
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

（
春
日
議
員
）

　

こ
の
事
業
は
、
町
民
の
生
命
・
財
産
を

守
り
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現
す

る
た
め
に
は
重
要
な
事
業
と
考
え
る
。
引

き
続
き
早
期
実
現
に
向
け
て
ご
尽
力
賜
り

た
い
。

▪�

都
市
計
画
道
路
鯰
森
崎
橋
線
の

　
　
　
　
　
　
　
　
進
捗
状
況
は

春日　堅一議員
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▪��

実
効
性
の
あ
る

　
　
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を

▪
認
定
こ
ど
も
園
の
定
員
は

園田　義宣議員

問
嘉
島
町
地
域
防
災
計
画
の
中
で
、

自
主
防
災
組
織
の
編
成
や
リ
ー

ダ
ー
育
成
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
災
害
時
に
は
、消
防
団
や
行
政
に
よ
る
「
公

助
」
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
同
士
で
助

け
合
う
「
共
助
」
と
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
「
自
助
」
が
重
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
防
災
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
習
得
し
、
災
害
へ
の
備
え
や
災
害
発

生
時
の
適
切
な
行
動
を
可
能
に
す
る
た
め
、

熊
本
県
で
は
、
防
災
士
養
成
の
た
め
の
火
の

国
ぼ
う
さ
い
塾
が
年
１
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
個
人
で
防
災
士
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に

は
、
６
万
円
以
上
の
費
用
が
か
か
る
が
、
火

の
国
ぼ
う
さ
い
塾
を
受
講
で
き
れ
ば
約
１
万

円
の
費
用
で
済
む
こ
と
に
な
る
。

　
募
集
定
員
枠
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
市
町

村
推
薦
枠
と
一
般
枠
が
あ
る
が
、
市
町
村
推

薦
枠
は
ど
の
よ
う
な
人
選
を
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
育
成
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
火
の

国
ぼ
う
さ
い
塾
の
募
集
要
項
を
広
報
紙
に
掲

載
し
、
広
く
周
知
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

答� （
総
務
課
長
）

　
「
火
の
国
ぼ
う
さ
い
塾
」
の
市
町
村
推
薦

枠
の
人
選
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
現
職
の
自
主

防
災
会
会
長
で
あ
る
区
長
さ
ん
。
次
に
自
主

防
災
組
織
が
推
薦
す
る
方
の
順
で
優
先
順

位
を
定
め
人
選
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
育
成
の
た
め
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
年
度
当
初
の
嘱
託
員
会
議

に
お
い
て
自
主
防
災
組
織
に
関
す
る
説
明

を
行
い
、
資
機
材
の
点
検
や
備
蓄
品
整
備

等
の
通
常
に
お
け
る
準
備
や
、
避
難
訓
練

及
び
役
員
間
で
の
情
報
伝
達
訓
練
等
の
計

画
策
定
に
関
す
る
啓
発
。
ま
た
、
研
修
会
の

案
内
や
県
に
対
し
自
主
防
災
組
織
活
動
支

援
員
の
派
遣
依
頼
を
行
う
等
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
派
遣
希
望
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

募
集
要
項
の
周
知
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広

報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
方
向

で
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

問
７
月
に
公
募
さ
れ
た
運
営
法
人
募

集
要
項
に
よ
れ
ば
、
認
定
こ
ど
も

園
の
募
集
定
員
は
１
０
５
名
程
度
と
な
っ

て
お
り
、
現
在
の
嘉
島
幼
稚
園
の
定
員
の

１
０
５
名
と
同
じ
で
あ
る
。
幼
稚
園
事
業
の

定
員
の
目
安
は
、
現
在
の
半
分
の
45
名
以
下

と
な
る
。
嘉
島
幼
稚
園
の
児
童
数
は
定
員
割

れ
し
て
い
る
も
の
の
、
微
増
傾
向
に
あ
る
。

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
よ
り
、
２
号
認
定
に

移
行
す
る
園
児
の
増
加
を
ど
の
よ
う
に
算
定

し
て
い
る
の
か
。
１
号
認
定
の
子
ど
も
を
受

け
入
れ
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
事
態
は
発
生

し
な
い
の
か
。
現
在
の
１
号
認
定
の
園
児
が

２
号
認
定
に
移
行
す
る
だ
け
な
ら
ば
、
保
育

園
の
待
機
児
童
の
解
消
に
は
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
ま
た
、
４
月
以
降
に
園
舎
の
増
改
築
工

事
が
始
ま
っ
た
場
合
、
工
事
関
係
者
等
の
外

部
か
ら
の
出
入
り
が
多
く
な
る
が
、
園
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。答� （

町
民
課
長
）

　

現
在
の
幼
稚
園
入
園
者
数
は
84
名
で

す
。
公
募
で
は
、
１
号
認
定
こ
ど
も
の
３

歳
児
、
４
歳
児
、
５
歳
児
そ
れ
ぞ
れ
15
名

の
45
名
と
試
算
し
ま
し
た
。

　

保
育
所
利
用
希
望
の
相
談
が
多
数
あ

り
、
実
際
の
数
字
を
掴
み
に
く
い
の
が
現

状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
嘉
島
幼
稚
園
民
営
化
及
び
幼
保

連
携
型
認
定
子
ど
も
園
移
行
に
関
す
る
保

護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
希
望
割
合
を

出
し
た
と
こ
ろ
、
約
半
数
以
上
が
２
号
認
定

こ
ど
も
へ
の
切
り
替
え
を
希
望
す
る
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、町
、事
業
者
、保
護
者
で
構
成
す
る
、

三
者
協
議
会
を
設
立
し
、
正
式
な
定
員
の
案

を
作
成
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
諮
っ

た
う
え
で
、
決
定
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

１
号
認
定
こ
ど
も
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
、
嘉
島
町
で
唯
一
の
１
号
認
定
の
受
け
入

れ
施
設
に
な
る
の
で
、
し
っ
か
り
受
け
入
れ

が
出
来
る
よ
う
な
定
員
設
定
及
び
利
用
調
整

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
ま
で
、
１
号
認
定
こ
ど
も
の
子
ど
も
達

の
み
が
利
用
で
き
る
施
設
で
あ
っ
た
た
め
、

今
後
は
２
号
も
受
け
入
れ
る
施
設
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
、
現
在
の
待
機
し
て
い
る
、
３

歳
か
ら
５
歳
児
に
つ
い
て
も
入
所
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
室
、
調
理
室
の
整
備
が
完
了

す
る
こ
と
で
、
幼
稚
園
で
は
受
け
入
れ
の
な

か
っ
た
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
定
員
枠
が
拡

幅
さ
れ
、
待
機
児
童
の
解
消
に
寄
与
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

保
育
室
、
調
理
室
の
工
事
時
に
は
、
園
児

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
警
備
員
を
配
置
し
、

安
全
に
配
慮
し
た
工
事
を
実
施
す
る
よ
う
に
、

事
業
者
と
の
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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▪
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
成
果
と

　
　
　
　
　
今
後
の
取
り
組
み
は

川野　伸一議員

問   

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ふ

る
さ
と
寄
附
金
（
納
税
）
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
成
果
は
。

　
ま
た
、
今
後
事
業
拡
大
に
向
け
た
取
組

み
は
あ
る
の
か
。

答� （
企
画
情
報
課
長
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
自
分
の
生
ま
れ

故
郷
や
、
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
、
こ
れ

か
ら
応
援
し
た
い
地
域
の
力
に
な
り
た
い

と
い
う
思
い
を
実
現
し
、
貢
献
す
る
た
め

の
制
度
と
し
て
平
成
20
年
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
実
際
に
は
寄
附
金
と
し
て
取
り

扱
い
ま
す
の
で
、
本
町
に
お
い
て
は
、
平

成
20
年
度
に
「
嘉
島
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
基
金
条
例
」
を
制
定
し
、
寄
附
金
を
管

理
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
、
税
額
控
除
の
拡
充
な

ど
の
制
度
改
正
も
あ
っ
た
た
め
、
本
町
も

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
品
を
返
礼
品
と
し
て

送
付
を
始
め
ま
し
た
。
返
礼
品
取
扱
い
後

の
寄
附
金
実
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

27
年
度
が
36
件
の
１
，３
１
８
，０
０
０
円
、

平
成
28
年
度
が
２
，
７
７
３
件
の
５
７，

０
９
８
，１
３
３
円
、
平
成
29
年
度
が
１
，

６
１
５
件
の
２
８
，２
１
２
，０
０
０
円
、

そ
し
て
平
成
30
年
度
は
２
，３
０
６
件
で

３
６
，３
８
３
，０
０
０
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。平
成
28
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
導
入
し
た
こ
と
と
熊

本
地
震
に
係
る
緊
急
支
援
を
立
ち
上
げ
た

こ
と
で
、
特
に
沢
山
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
活
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

過
去
３
年
間
で
は
福
祉
の
向
上
に
関
す
る

事
業
を
は
じ
め
、
緊
急
支
援
に
関
す
る
事

業
等
で
約
７
７
，０
０
０
，０
０
０
円
を

財
源
と
し
て
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
３
月
末
現
在
の
積
立
残
高

は
４
７
，
３
８
４
，２
０
６
円（
利
息
含
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
昨
年
く
ら
い
か
ら
高
額
な
返
礼
品
や

地
場
産
品
の
考
え
方
に
つ
い
て
問
題
と
な

り
、
本
年
６
月
か
ら
新
制
度
（
返
礼
品
の

調
達
費
が
寄
附
額
の
30
％
以
下
・
返
礼
品

は
地
場
産
品
・
寄
附
募
集
の
適
正
な
実
施

の
三
つ
の
基
準
に
適
合
し
た
自
治
体
を
総

務
省
が
指
定
す
る
仕
組
み
）
が
始
ま
り
、

４
つ
の
自
治
体
が
対
象
外
と
な
っ
た
こ
と

は
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
状
況
は
、
７
月
末
の
時
点
で

３
７
，１
１
４
，５
０
１
円
と
な
っ
て
お
り

昨
年
度
の
寄
附
額
を
上
回
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
要
因
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

度
末
か
ら
返
礼
品
に
農
産
物
の
取
り
扱
い

を
始
め
た
こ
と
や
新
制
度
移
行
に
伴
う
駆

け
込
み
寄
附
、
地
場
産
品
と
し
て
ビ
ー
ル

の
取
り
扱
い
が
工
場
を
有
す
る
自
治
体
に

限
ら
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
少

し
で
も
多
く
の
寄
附
が
集
ま
る
よ
う
に

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
数
の
増
や
新
た
な
魅

力
あ
る
返
礼
品
の
発
掘
等
に
取
り
組
み

な
が
ら
ふ
る
さ
と
寄
附
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

各年度別の寄附件数と寄附金額
年度 寄附件数 寄附金額

平成20年度 3件 400,000円

平成21年度 3件 310,000円

平成22年度 5件 510,000円

平成23年度 4件 410,000円

平成24年度 4件 65,000円

平成25年度 3件 85,000円

年度 寄附件数 寄附金額

平成26年度 3件 25,000円

平成27年度 36件 1,318,000円

平成28年度 2,773件 57,098,133円

平成29年度 1,615件 28,212,000円

平成30年度 2,306件 36,383,000円
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▪
下
仲
間
・
上
仲
間
に
路
線
バ
ス
を

▪
子
ど
も
達
を
守
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

▪
投
票
率
の
向
上
対
策
は

鍋田　　平議員

問   

近
年
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
交
通
事

故
が
増
え
て
お
り
、
今
後
、
運
転
免
許

証
の
自
主
返
納
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
高
齢
者
に
と
っ
て
、
公
共
交
通
機
関

の
充
実
は
、
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
問
題
と
い

え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
御
幸
木
部
線
（
交
通
セ
ン
タ
ー
～

御
幸
木
部
）
の
路
線
を
利
用
し
、
下
仲
間
・
上

仲
間
経
由
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
を
終
点
と
し

た
バ
ス
路
線
を
延
伸
し
て
は
ど
う
か
。

答� （
企
画
情
報
課
長
）

　
御
幸
木
部
線
の
バ
ス
路
線
の
延
長
が
実
現
す

れ
ば
、
バ
ス
路
線
沿
線
の
住
民
の
方
々
、
特
に

高
齢
者
の
方
々
に
と
っ
て
の
移
動
手
段
を
確
保

す
る
方
法
と
し
て
、
大
変
有
効
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　
バ
ス
事
業
者
に
よ
る
と
、
当
該
路
線
を
延
長

す
る
に
は
、
バ
ス
が
通
行
で
き
る
こ
と
が
前
提
で

あ
り
、
熊
本
市
側
の
路
線
終
点
御
幸
木
部
か
ら

加
勢
川
右
岸
ま
で
の
生
活
道
路
等
は
幅
が
狭
く

バ
ス
が
通
行
で
き
る
状
況
に
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
過
去
に
も
当
該
道
路
拡
幅
の
た
め
、

道
路
用
地
の
取
得
計
画
は
あ
っ
た
も
の
の
、
取
得

で
き
ず
に
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
事
業
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
利
用
率
が

ピ
ー
ク
時
の
３
割
程
度
に
落
ち
込
ん
で
お
り
経

営
が
厳
し
く
、
国
・
県
・
市
町
村
が
赤
字
分
を

補
て
ん
し
路
線
バ
ス
を
存
続
さ
せ
て
お
り
、
更
に

は
業
界
全
体
で
運
転
手
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、

利
用
者
が
少
な
い
時
間
帯
の
運
行
を
減
ら
す
等

の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
、
路
線
の
延
長
は
難
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
総
合
的
に
考
え
ま

す
と
、
バ
ス
路
線
の
延
長
は
、
非
常
に
難
し
い
と

言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
町
と
し
て
も

公
共
交
通
の
確
保
に
向
け
て
、
バ
ス
事
業
者
と
一

緒
に
研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
鍋
田
議
員
）

　
町
補
助
金
の
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

（
企
画
情
報
課
長
）

　
バ
ス
事
業
者
へ
の
補
助
金
は
、
平
成
28
年
度

が
約
１
，
６
０
０
万
円
、
平
成
29
年
度
が
約

１
，
５
０
０
万
円
、
そ
し
て
平
成
30
年
度
は
、
約

５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
３
年

間
は
、
熊
本
地
震
に
お
け
る
国
庫
補
助
対
象
事

業
の
特
例
と
し
ま
し
て
、
国
・
県
の
補
助
額
が

増
え
る
た
め
、
町
の
負
担
は
減
と
な
り
ま
す
が
、

令
和
３
年
度
か
ら
は
、
１
，
５
０
０
万
円
程
度
の

補
助
が
必
要
と
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

問   

３
月
議
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
に
不
審

者
に
よ
る
声
掛
け
事
案
が
発
生
し
て
い

る
の
で
、
犯
罪
の
未
然
防
止
や
抑
制
に
は
、
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
が
一
番
効
果
的
で
は

な
い
か
と
質
問
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
設
置

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答� （
町
長
）

　

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
政

報
告
に
お
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
設
置

方
法
、
設
置
場
所
等
を
検
討
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
国
に
お
い
て
費
用
の
一
部
が
特
別
交
付
税
に

よ
り
財
政
支
援
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
基
づ
き
本
定
例
会
に
、
50
台
以
内
の

設
置
を
考
え
予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
予
算
承
認
後
は
年
度
内
に
設
置
を
完

了
し
、
犯
罪
の
防
止
及
び
抑
止
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問   
７
月
に
実
施
さ
れ
た
参
議
院
選
挙
で

は
、
投
票
率
が
50
％
を
割
り
込
み
ま

し
た
。
そ
の
要
因
は
様
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

期
日
前
投
票
に
お
い
て
手
続
き
が
面
倒
と
の
声

も
あ
り
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
を
利
用
さ
れ
る
方
が
増
加
す
る

中
、
投
票
さ
れ
る
方
の
利
便
性
の
向
上
や
期
日

前
投
票
の
受
付
時
間
の
短
縮
を
図
る
た
め
、
投

票
所
入
場
券
の
裏
面
に
期
日
前
投
票
宣
誓
書
兼

請
求
書
を
設
け
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本

町
と
し
て
も
、
投
票
率
向
上
の
た
め
導
入
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

答� （
総
務
課
長
）

　

　

期
日
前
投
票
の
宣
誓
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
前
記
入
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
本
町
で
は
、

期
日
前
投
票
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
投
票
当
日
投

票
に
行
け
な
い
事
由
を
聞
い
て
宣
誓
書
を
作
成

し
、
宣
誓
書
に
印
刷
し
た
住
所
、
生
年
月
日
を

確
認
し
て
い
た
だ
い
て
、
間
違
い
な
け
れ
ば
氏
名

の
み
自
書
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
方
法
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
を
宣
誓
書
と
し
て
使

用
し
た
場
合
、
狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
「
注
意
書
」
と

「
宣
誓
書
」
を
収
め
る
こ
と
に
な
り
、
記
載
の
文

字
が
小
さ
く
な
り
読
み
づ
ら
い
、
ま
た
署
名
し

に
く
い
等
投
票
者
に
対
し
て
不
便
な
点
が
生
じ

る
事
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
、
現
状
と
し
て
は
、
事
由
の
聴
き
取
り

か
ら
宣
誓
書
の
印
刷
ま
で
多
少
の
時
間
を
要
し
、

待
ち
時
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
た
め
に
も
受
付
体
制
の
充
実
等
を
考
慮
し
、

極
力
所
要
時
間
を
短
縮
す
る
よ
う
努
め
、
投
票

入
場
券
の
裏
面
を
宣
誓
書
と
し
て
使
用
す
る
点

に
つ
い
て
も
検
討
し
、
投
票
率
向
上
に
向
け
た

啓
発
や
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
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一部事務組合議会報告・主な議会活動 常任委員会活動報告・人権研修会

演題　「人権が尊重される町づくりのために」
講　師：熊本県統括コーディネーター　中川　有紀 氏

　９月６日役場会議室において、嘉島町議会議員人権研
修会が開催されました。講師の中川有紀さんは、永年、
小学校の教諭として勤務され、嘉島西小学校時代は、隣

保班単位での同和問題研修会
にも参加されていました。現
在は、熊本県教育庁統括コー
ディネーターをされております。
　最近の事例により、“自分
の人権を行使することが他人の人権侵害となってはなりません。お互いの人
権が調和を持って行使される考えが必要”と強調されました。
　また、差別事件等からの学びで様々な人権課題について教育・啓発活動を
続ける事、人に寄り添い、考え、判断し、行動する人権感覚を身につけるこ
の大切さと、何よりも相手の立場に立つ実践・行動を力説されました。
　一人ひとりが同和問題について、正しい理解と認識を深めるための有意義
な研修でした。

（報告者：満田和浩）

大豆の試験栽培の視察

新設保育園の現場視察

講師　中川 有紀さん

経済厚生常任委員会所管事務調査

町議会議員人権研修会

役場会議室

令和元年８月22日（木）
出席者：経済厚生常任委員
　　　　（木下・増岡・鍋田・蜂屋）
説明者：農政課長　町民課長
内　容：①嘉島町の農業について
　　　　②保育園の現状と今後について
　　　　③現地視察

　嘉島町の農業について、水田農業の取組み、ブロッ
クローテーション、日本型直接支払制度、担い手の状
況、認定農業者、今後の課題、農業委員会の概要、地
籍調査事業について、担当課より説明を受けた。
　また、子育て世代の転入等による待機児童対応のた
めの、新設保育園等の概要について、担当課より説明
を受けた。
・新設保育園（おひさまリリー保育園）について
・嘉島幼稚園民営化及び幼保連携型認定こども園に
  ついて

第32号嘉島町議会だより
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一部事務組合議会報告・主な議会活動

上益城消防組合（境野議員・川野議員）
議会報告 令和元年第２回定例会（令和元年８月７日開催）
専決処分の報告を含む７議案が提案され、原案のとおり承認・可決・認定しました。

御船地区衛生施設組合（森田組合議長・蜂屋議員）
議会報告 令和元年第２回定例会（令和元年８月26日開催）
決算認定を含む２議案が提案され、認定・可決しました。

専決処分の報告を含む３議案が提案され、原案のとおり承認・可決・認定しました。

専決処分の報告を含む２議案が提案され、原案のとおり承認・認定しました。また、議長の
選挙があり、池田　浩二氏が議長に就任され、監査委員には、宮川　安明氏が選任されました。

益城・嘉島・西原環境衛生施設組合（木下組合議長・鍋田議員）

上益城広域連合（清﨑議員・増岡議員）

議会報告 令和元年第２回定例会（令和元年８月23日開催）

議会報告 令和元年第２回定例会（令和元年８月29日開催）

・上益城消防職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・平成30年度上益城消防組合一般会計剰余金の処分について
・平成30年度一般会計歳入歳出決算について（歳入決算額913,405,484円　歳出決算額898,678,594円）　
・令和元年度一般会計補正予算（第１号）について

・平成30年度一般会計歳入歳出決算について（歳入決算額231,450,185円　歳出決算額213,552,370円）
・令和元年度一般会計補正予算（第１号）について

・熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について
・平成30年度一般会計歳入歳出決算について（歳入決算額611,705,423円　歳出決算額569,800,753円）
・令和元年度一般会計補正予算（第１号）について

・熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について
・平成30年度一般会計歳入歳出決算について（歳入決算額88,637,972円 歳出決算額82,001,164円）

主な議会活動（令和元年７月から９月まで）
月　　日 項　　　　目 場　　所　　等

7 月　8 日 町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会（議長・副議長・木下・森田・境野） グランメッセ熊本

7 月 10 日 九州中央自動車道建設促進沿線議会期成会熊本・宮崎両県合同理事会（議長）
嘉島町食品衛生協会総会（副議長）

高千穂町
福祉センター

7 月 18 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

7 月 20 日 おひさまリリー保育園地鎮祭（議長・境野・蜂屋） 井寺

7 月 26 日 緑川森林組合令和元年度通常総代会（議長） 山都町

7 月 27 日 上益城郡消防大会（議長） 嘉島中学校グラウンド

8 月　2 日 九州中央自動車道建設促進沿線議会協議会総会・決起大会（全議員） 延岡市

8 月　5 日 令和元年度熊本県町村議会正副議長研修会（議長・副議長）
令和元年度一般国道266号三角・嘉島間整備促進期成会第36回通常総会（議長）

自治会館
宇城市

8 月 20 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

9 月　2 日～　6 日 令和元第３回定例会・全員協議会・議員人権研修会 役場議会議場・議員控室・役場中会議室

9 月 11 日 嘉島町敬老会（正副議長） 嘉島町民会館

9 月 19 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

9 月 25 日～ 27 日 益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会視察研修（木下・鍋田） 徳島県阿南市ほか

第32号 嘉島町議会だより
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みんなのフォトコーナー

みなさんからの写真を募集しています

再生紙を使用しています。

９
月
定
例
会
で
は
、
町
内

に
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
犯

罪
の
防
止
及
び
抑
制
を
目
的

に
、
通
学
路
等
に
48
台
が
設

置
さ
れ
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
日
本
大
会
で
は
、
日
本
人

の
お
も
て
な
し
の
心
に
対
し

て
世
界
各
国
か
ら
称
賛
の
声

が
挙
が
っ
て
い
ま
す
が
、
日

常
生
活
の
中
で
も
お
互
い
が

サ
ポ
ー
ト
し
あ
う
気
持
ち
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
第
32
号
か
ら
、

裏
表
紙
に
「
み
ん
な
の
フ
ォ

ト
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
し

た
。
嘉
島
町
の
四
季
の
移
ろ

い
や
日
々
の
出
来
事
な
ど
、

皆
さ
ん
か
ら
の
写
真
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
園
田　

義
宣
）

編
　
集
　
後
　
記

委 

員 

長　

川
野 

伸
一

副
委
員
長　

園
田 

義
宣

委　
　

員　

森
田 

義
雄

委　
　

員　

境
野 

隆
文

委　
　

員　

増
岡 　

司

委　
　

員　

満
田 

和
浩

発
行
責
任
者　

　

  

議　
　

長　

清
㟢 

輝
昭

募集してます。 みなさんの意見などお聞かせ下さい。
議会だよりの「声」も募集しております。

※次の議会は、12月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。
「声」の募集や傍聴などのお問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）

新設された通学路（上仲間）

秋の交通安全キャンペーン
上島四所神社 子ども相撲

嘉島幼稚園 最後の運動会

嘉
島
町
議
会
広
報

第
32
号

発
行
・
嘉
島
町
議
会

嘉
島
町
役
場　

議
会
事
務
局
〒
８
６
１-

３
１
９
２

熊
本
県
上
益
城
郡
嘉
島
町
上
島
５
３
０

☎
０
９
６-

２
３
７-

１
１
１
１
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